
東
伊
豆
支
部
と
し
て
三

組
に
分
か
れ
、
布
教
活
動

を
展
開
し
た
。
初
日
と
最

終
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
点

教
会
に
組
ご
と
に
分
か
れ
、

お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
読
み
合
わ

せ
に
続
き
、
実
動
。
そ
の

後
、
振
り
返
り
を
行
な
っ

た
。
中
日
二
十
九
日
に
は
、

東
急
下
田
線
の
下
田
駅
を

皮
切
り
に
、
熱
海
（
来
宮

駅
）
ま
で
の
主
要
駅
七
箇

所
で
、
教
会
長
、
よ
う
ぼ

く
に
よ
る
路
傍
講
演
を
つ

と
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
実

動
さ
せ
て
頂
い
た
教
会
長

始
め
、
教
友
達
の
中
で
は
、

お
互
い
に
学
び
合
い
、
勇

ま
せ
合
う
機
会
と
な
り
、

東
伊
豆
支
部
内
で
一
手
一

つ
と
な
り
、
年
祭
活
動
後

半
に
向
け
、
意
義
深
い
活

動
と
な
っ
た
。

伊
豆
支
部
で
は
、
二
十

八
日
を
「
路
傍
講
演
の
日
」

と
定
め
、
一
・
二
組
で
は

例
年
通
り
伊
豆
箱
根
鉄
道

全
十
三
駅
と
Ｊ
Ｒ
函
南
駅

を
北
端
の
三
島
駅
か
ら
南

端
の
修
善
寺
駅
ま
で
移
動

し
な
が
ら
路
傍
講
演
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
、
神
名
流

し
を
行
っ
た
。
本
年
は

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

な
ど
で
の
ア
ピ
ー
ル
も
あ

り
、
管
内
よ
う
ぼ
く
が
各

駅
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
時
間

に
馳
せ
参
じ
、
例
年
よ
り

も
多
く
の
参
加
者
の
御
守

護
の
も
と
勇
ん
で
行
わ
れ

た
。
三
・
四
組
で
は
北
か

ら
戸
田
桟
橋
前
、
土
肥
金
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全教一斉にをいがけデー
地域の教友が心を合わせ実動

本
年
九
月
は
「
全
教
会
布
教
推
進
月
間
」
と
銘
打
ち
、
年
祭
活
動
を
さ
ら
に
推

し
進
め
る
べ
く
全
国
津
々
浦
々
の
教
会
系
統
を
通
し
て
布
教
活
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
締
め
括
り
と
し
て
月
末
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
は
、
教
区
管
内
で
も
活
発
に
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
支
部
・
組
ご
と
に
集
ま
り
、
戸
別
訪
問
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、

神
名
流
し
、
路
傍
講
演
な
ど
積
極
的
な
布
教
実
動
が
展
開
さ
れ
た
。

東
伊
豆
支
部

伊
豆
支
部



山
前
、
仁
科
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
松
崎
町
コ
コ
カ
ラ

フ
ァ
イ
ン
前
の
四
か
所
で

行
わ
れ
た
。
二
十
九
日
、

一
・
二
組
は
君
澤
分
教
会

に
集
合
。
午
前
中
は
三
島

市
内
数
か
所
の
住
宅
団
地

に
分
か
れ
て
戸
別
訪
問
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
清
水
町

の
献
血
ル
ー
ム
柿
田
川
で

献
血
呼
び
掛
け
ひ
の
き
し

ん
を
行
っ
た
。
三
・
四
組

で
は
西
浦
分
教
会
に
集
合

し
、
土
肥
町
内
を
に
を
い

が
け
活
動
を
行
っ
た
。
三

十
日
、
一
・
二
組
は
安
久

分
教
会
に
集
合
し
、
三
島

市
内
各
地
に
分
か
れ
て
実

動
し
、
三
・
四
組
は
教
会

ご
と
の
実
動
と
な
っ
た
。

駿
豆
支
部
で
は
二
十
八

日
、
一
組
は
午
前
中
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
ご
と
に
実
動

し
た
後
、
午
後
二
時
半
に

佐
野
原
大
教
会
に
集
合
。

裾
野
駅
の
中
心
に
神
名
流

し
、
路
傍
講
演
を
行
っ
た
。

２
組
で
も
午
前
中
そ
れ
ぞ

れ
の
教
会
で
実
動
し
、
午

後
四
時
に
碧
空
分
教
会
に

集
合
し
、
そ
こ
か
ら
沼
津

駅
ま
で
の
約
一
キ
ロ
を
神

名
流
し
。
沼
津
駅
で
は
路

傍
講
演
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
行
っ
た
。
三
組
で

は
午
前
九
時
半
に
駿
原
分

教
会
に
集
合
し
て
戸
別
訪

問
を
行
い
、
四
組
で
は
午

前
十
時
に
沼
津
中
央
公
園

で
路
傍
講
演
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
を
行
っ
た
。
二
十

九
日
は
一
組
は
各
教
会
ご

と
の
実
動
、
二
組
は
門
池

公
園
に
集
合
、
周
辺
の
住

宅
地
に
分
か
れ
て
戸
別
訪

問
。
三
組
は
九
時
半
か
ら

沼
津
駅
の
南
口
で
路
傍
講

演
、
四
組
は
九
時
半
静
浦

漁
港
周
辺
で
戸
別
訪
問
を

行
っ
た
。
三
十
日
、
一
組

と
四
組
は
各
教
会
で
の
実

動
。
二
組
は
大
岡
公
園
周

辺
で
戸
別
訪
問
。
三
組
は

九
時
半
、
嶽
濵
分
教
会
周

辺
で
戸
別
訪
問
を
行
っ
た
。

富
士
支
部
で
は
二
十
八

日
、
午
前
九
時
半
に
田
子

の
浦
分
教
会
に
集
合
、
十

時
よ
り
富
士
駅
に
て
路
傍

講
演
し
周
辺
で
戸
別
訪
問

を
さ
せ
て
頂
い
た
。

二
十
九
日
は
中
央
公
園

駐
車
場
集
合
し
、
十
時
か

ら
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
前
に
て

路
傍
講
演
を
行
っ
た
。

三
十
日
は
婦
人
会
例
会

と
合
わ
せ
て
行
っ
た
、
午

前
十
時
に
石
ノ
台
分
教
会

に
集
合
。
地
区
の
病
院
か

ら
の
依
頼
で
、
ア
イ
ス
ノ

ン
の
カ
バ
ー
作
り
、
縫
製

の
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て

頂
い
た
。

東
駿
支
部
で
は
三
日
間

で
、
清
水
駅
・
草
薙
駅
・

興
津
駅
・
蒲
原
駅
・
新
蒲

原
の
主
要
の
駅
で
路
傍
講

演
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
年

祭
に
向
か
い
充
実
し
た
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

中
駿
東
支
部
で
は
二
十

八
日
は
静
岡
駅
前
に
て
路

傍
講
演
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
二
十
九
日
は
静
岡

大
教
会
に
集
ま
り
、
お
願

い
づ
と
め
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
後
、
戸
別
訪
問
に

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

三
十
日
は
各
教
会
で
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
三
日
間
に
渡

り
勇
ん
だ
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
駿
西
支
部
で
は
本
年

は
、
二
十
八
日
に
静
悦
分

教
会
、
二
十
九
日
に
愛
日

出
分
教
会
、
三
十
日
に
旭

駿
分
教
会
を
拠
点
と
し
て

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。今

回
は
土
日
が
絡
ん
だ

日
程
と
い
う
こ
と
で
、
少

年
会
員
の
参
加
も
あ
り
賑

や
か
に
つ
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。

内
容
は
、
戸
別
訪
問
・
チ

ラ
シ
配
り
・
神
名
流
し
・

路
傍
講
演
と
様
々
な
形
で

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。静

岡
駅
南
口
で
の
路
傍

講
演
を
つ
と
め
て
い
る
中

で
、
道
行
く
人
に
恥
ず
か

し
が
り
な
が
ら
も
一
所
懸

命
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い

る
少
年
会
員
の
姿
を
見
て
、

次
代
を
担
う
人
材
の
丹
精
、

育
成
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
肝

に
銘
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。一

組
は
、
焼
津
駅
前
に

て
路
傍
講
演
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
。
二
組
は
藤
枝
駅

南
口
に
て
路
傍
講
演
・
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
。
三
組
は
、
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東伊豆 教会長 用木 その他 東駿 教会長 用木 その他 中遠 教会長 用木 その他

２８日 10 6 0 ２８日 16 18 4 ２８日 0 0 0

２９日 13 7 1 ２９日 11 13 0 ２９日 0 0 0

３０日 9 5 0 ３０日 6 1 0 ３０日 0 0 0

計 32 18 1 計 33 32 4 計 0 0 0

伊豆 教会長 用木 その他 中駿東 教会長 用木 その他 北遠 教会長 用木 その他

２８日 14 22 0 ２８日 14 25 7 ２８日 18 21 1

２９日 10 27 5 ２９日 12 44 7 ２９日 13 20 0

３０日 10 22 0 ３０日 11 23 5 ３０日 12 19 0

計 34 71 5 計 37 92 19 計 43 60 1

駿豆 教会長 用木 その他 中駿西 教会長 用木 その他 西遠 教会長 用木 その他

２８日 20 83 13 ２８日 19 18 7 ２８日 34 63 7

２９日 16 92 26 ２９日 17 35 6 ２９日 30 65 6

３０日 17 74 8 ３０日 19 27 0 ３０日 35 54 1

計 53 249 47 計 55 80 13 計 99 182 14

富士 教会長 用木 その他 西駿 教会長 用木 その他

２８日 10 17 1 ２８日 18 31 5 教会長 用木 その他

２９日 9 8 0 ２９日 21 33 6 ２８日 173 304 45

３０日 0 8 0 ３０日 8 20 2 ２９日 152 344 57

計 19 33 1 計 47 84 13 ３０日 127 253 16

計 452 901 118

総計

立教１８７年　全教一斉にをいがけデー　集計

各
拠
点
教
会
に
集
ま
り
戸

別
訪
問
。
四
組
は
そ
れ
ぞ

れ
の
教
会
に
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
・
神
名
流
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

中
遠
支
部
で
は
、

一
組
は
二
十
八
日
、
菊

川
駅
ま
で
神
名
流
し
、
菊

川
駅
に
て
路
傍
講
演
。

二
十
九
日
、
浜
岡
福
祉

会
館
集
合
し
ひ
の
き
し
ん
。

そ
の
後
周
辺
神
名
流
し

・
三
十
日
、
元
白
羽
分
教

会
周
辺
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

り
。二

組
は
二
十
八
日
、
掛

川
分
教
会
集
合
、
掛
川
駅

に
向
か
っ
て
神
名
流
し
、

掛
川
駅
で
路
傍
講
演
。

二
十
九
日
、
掛
川
・
薫

遠
州
分
教
会
周
辺
を
戸
別

訪
問
。

三
十
日
、
各
教
会
に
て

実
施
。

三
組
は
二
十
八
日
、
愛

野
駅
周
に
て
路
傍
講
演
、

神
名
流
し
。

・
二
十
九
日
、
袋
井
駅
周

辺
に
て
路
傍
講
演
、
神
名

流
し

・
三
十
日
、
各
教
会
に
て

実
施四

組
は
二
十
八
日
、
二

十
九
日
、
各
教
会
、
個
人

に
て
実
施
。

・
三
十
日
、
森
町
内
に
て

戸
別
訪
問

五
組
は
二
十
八
日
、
磐

田
駅
周
辺
を
神
名
流
し
、

路
傍
講
演
。

二
十
九
日
、
豊
田
町
駅

周
辺
に
て
神
名
流
し
、
路

傍
講
演
。

・
三
十
日
、
各
教
会
に
て

教
会
長
を
中
心
に
実
施
。

六
組
は
二
十
八
日
、
豊

田
町
駅
周
辺
に
て
神
名
流

し
、
路
傍
講
演
。

・
二
十
九
日
、
三
十
日
は

各
教
会
、
個
人
に
て
実
施
。

西
遠
支
部
で
は
、
本
年

も
支
部
内
七
組
が
、
各
組

ご
と
で
計
画
を
立
て
、
各

日
、
拠
点
教
会
を
中
心
に

路
傍
講
演
、
神
名
流
し
、

戸
別
訪
問
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
九
月
を
通
し
て
、

各
教
会
で
の
に
を
い
が
け

が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
支
部
活
動

と
し
て
は
盛
り
上
が
り
に

欠
け
た
感
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
年
祭
活
動
の
中

で
、
日
常
的
な
に
を
い
が

け
の
実
働
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

北
遠
支
部
は
、
四
組
に

分
か
れ
て
実
施
。
新
た
な

参
加
教
友
も
増
え
、
勇
ん

で
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。二

十
八
日
、
浜
北
駅
前

に
て
路
傍
講
演
を
実
施
。

二
十
九
日
、
曳
馬
野
分

教
会
周
辺
に
て
個
別
訪
問
。

三
十
日
、
大
北
遠
分
教

会
に
て
個
別
訪
問
。
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